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は じ め に

感染症発生動向調査 （ サーベイ ランス ） は、  19
 99年 4月 1日に施行された 「 感染症の予防及び感
染症の患者に対する医療に関する法律 」 （ 以下、

感染症法 ） に基づき 、県内の患者発生状況、病原

体の検索等感染症に関する情報を  ITの活用によ り
早期かつ的確に把握し 、その情報を速やかに地域

に情報還元 （ 情報提供 ・ 公開 ） する こ とによ り 、

医療機関における適切な初期診断を推進する こ と

を目的に実施されている 。その後、鳥インフルエ

ンザ  (H7N9) や中東呼吸器症候群  (MERS) など
の新たな感染症の海外における流行や、デング熱

の国内感染例の発生 1) など 、昨今の感染症の発生

状況、国際交流の進展、保健医療を取り巻く環境

の変化等を踏まえ 、感染症に対応する情報収集体

制を一層強化するために、  2014年 11月 21日に改正
感染症法が公布され、 さ らに 2015年 9月の感染症
法施行規則 （ 省令 ） の改正に伴い、 「 長崎県感染

症発生動向調査実施要綱 」  2) （ 以下、県要綱 ） の

一部改正が行なわれた。

長崎県環境保健研究センターには改正された県

要綱に基づき 、県内の医療機関からウイルス性の

感染症と診断された患者の検体が適宜採取、搬入

されている 。そこで、  2020年度に搬入された検体
について 、 ウイルス遺伝子の検索等を行ったので

その結果について報告する 。

調 査 方 法

１ 検査材料

検査材料は、  2020年度に県内の医療機関におい
てウイルス性の感染症と診断された 67名の患者か

ら採取された合計 145検体を対象と した 。 これら
の医療機関は、県要綱に基づき 、保健所政令市

（ 長崎市、佐世保市 ）、 及び県立保健所管轄の 10
地域に基幹定点医療機関及び病原体定点医療機関

と して選定されている 。臨床検体の採取部位の内

訳は、咽頭ぬぐい液 13検体、鼻腔ぬぐい液 4検体、
糞便 （ 直腸拭い液を含む ）  7検体、血液 48検体、
血清 39検体、髄液 4検体、尿 9検体、およびその
他 21検体であった 。

２ 検査方法

改正された感染症法の施行に伴い、国立感染症

研究所が発行した病原体検出マニュアルや参考文

献等 3-5) に準じて 、検体の前処理、遺伝子検査、

細胞培養、 ウイルス分離 ・ 同定等について検査標

準作業書を作成し 、 これらに基づき検査した 。

調 査 結 果 及 び 考 察

表 1 に疾病別の被検者数及び検体件数の内訳を
示す。

１ インフルエンザ （ インフルエンザ様疾患を

含む ）

インフルエンザと診断された 9名から採取され
た 9検体  (咽頭ぬぐい液 5件、鼻腔ぬぐい液 4
件 ) に対するインフルエンザウイルスの RT-PCR
検査の結果、  8検体から インフルエンザウイルス
の遺伝子が検出された 。 インフルエンザウイルス

の亜型の内訳は、  A/H1pdm09が 4件、  B/Victoria
が 4件であった 。  2020年は、新型コロナウイルス
の世界的な流行とい う特殊な状況下にあ り 、例年
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と比べて極めて少ない搬入検体数であったが、流

行を探知した際の迅速な注意喚起情報の提供等、

まん延防止に向けた取り組みにつなげるために、

引き続き保健所と協力しながら原因ウイルスの監

視を継続していく 。

２ 重症熱性血小板減少症候群  (SFTS) 、 リ ケッ
チア感染症

 SFTS 、 リ ケッチア感染症  (つつが虫病および
日本紅斑熱 ) を疑う患者検体は、  48名分 96検体が
搬入された 。 これらの 3疾患は、臨床症状等によ
り区別する こ とが困難であるため、検査項目を限

定する こ とができない。そのため長崎県では 3疾
患の う ちいずれか一つの診断名であっても  3項目
の遺伝子検査を行っている 。遺伝子検査について

は、  SFTS ウイルス 、  Orientia tsutsugamushi 、お
よび Rickettsia japonica を対象と して実施し 、ペア
血清による抗体価測定は O. tsutsugamushi と  R. 
 japonica を対象と して検査を実施している 。その
よ う な体制で行われた検査結果を表 2 に示す。遺
伝子検査の結果 2名から  SFTS ウイルス 、  13名か
ら  R . japonica 、  3名から  O.tsutsugamushiの遺伝子
が検出された 。  O.tsutsugamushiについては、血清
型別のため、ダイレク ト シークエンスによ り 、

 56 kDa type specific antigen gene の部分配列を決定
し 、  MEGA6.05) を用いて近隣結合法 6)による分子

系統樹解析を行った 。その結果、  Kuroki, 
 Kawasaki, Gilliam がそれぞれ 1例ずつ検出された

 ( 図 1参照 ) 。ペア血清による抗体価測定を行っ
た 10名の う ち 1名において R. japonica に対する特
異的抗体価の陽転が認められた 。

 SFTS 及びリ ケッチア感染症は野外の藪や草むら
に潜んでいる 、病原体を保有しているマダニ類に

咬まれる こ とで感染が成立する 。感染予防のため

には咬まれないこ とが重要であ り 、具体的には長

袖 ・ 長ズボンの着用や作業後の着替え 、昆虫忌避

剤の使用等があげられる 。 また 、屋外活動後はシ

ャワーや入浴で、マダニに刺されていないか確認

を行な う こ と も重要である  7) 。
そのほか、無菌性髄膜炎が 1名分 3検体、麻し

ん ・ 風しん疑いが 2名分 5検体搬入された 。無菌
性髄膜炎に関しては、病原体検出マニュアルに基

づきエンテロウイルス  (EVs) 遺伝子の検出を試み
たが検出されなかった 。麻しん ・ 風しん疑いも病

原体検出マニュアルに基づき 、 ウ イルス遺伝子の

検出を試みたが、両ウイルス と もに検出されなか

った 。 また 、県要綱に規定されていない診断名   
 ( 新生児発熱、心筋炎等 ) の患者検体 7名分 32検
体が搬入され、  EVs, ヒ ト パレコウイルスの検索
を行ったが、いずれも検出されなかった 。
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表 1 ．疾病別の被検者数及び検体件数内訳
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図 1 ．  O.tsutsugamushi 56kDa type specific antigen geneの分子系統樹
●  : 長崎県検出株   系統樹右側 の 表記 が 血清型

表 2 ． ダニ媒介感染症検査結果一覧

 SFTSV: SFTS ウ イルス  R.j.: Rickettsia japonica  NT: Not tested －: Negative
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